
海外派遣留学プログラム 留学中報告書 

所属：文学部 
学年：４年 
留学先大学：リエージュ大学 
現在の学期：１ 
時間割： 
曜日 履修科目名・時間等 
月 仏語 B1 

 
 

火 東洋の概念 
 
 

水 仏語 B１ 
 
 

木 神道と仏教 
 
 

金  
 

土・日  
 

 
履修科目や近況について 

仏語で授業を受けることの困難を認識させられました。取りたかった授業は実力不足
だったので少々がっかりしましたが、幸いリエージュ大学では、日本関連の授業があり、
一学期はそういった授業を受けて様子を見ようと思います。 
私の場合、卒業単位はほとんど取れているので、あまり単位を取ることに拘る必要はあ
りません。留学生は単位を落としやすいようですし、一学期は仏語の向上を第一目標に
置いたため、無理のない程度にやっていこうと思います。 
 仏語コースの評価は試験で、日本関連授業の評価はプレゼンテーションとレポートで
す。 
 リエージュ大学について、私見ですが、留学生受け入れ態勢のよく整った大学だと思
います。日本人教諭がいらっしゃり、他の日本学生はその教員の方がコーディネーター
になって相談にのってもらっているようですが、私だけはベルギー人の先生がコーディ



ネーターでした。当初の学校間の協定によるもののようです。 
 リエージュ大学には日本を専攻にする学生がおり、日本語を勉強しています。週に一
度日仏の言語交換テーブルという名の集まりがあり、日本人学生にとって割合馴染みや
すい環境があります。日本人留学生も当初の予想より多かったです。学校の会話テーブ
ルの他に仏語コースで知り合った日白（ベルギー）ハーフの先生が会話テーブルを月一
で開いているようです。初回二回は残念ながら不参加となってしまいましたが、次回は
参加してみる予定です。 
 生活面では体調不良が頻繁に起こったため、規則正しい生活を心がけることを肝に銘
じました。海外では、体調を崩しやすいです。 
 旅行面。ベルギーは多くの国と国境を共にする小国で、国内外ともに旅行には行きや
すいです。関東圏から東京へ繰り出すようなイメージで、外国へ行けてしまえます。 

  仏語を受けている校舎 

 


